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近年の運動器エコーの発達と普及は目覚ましいものがある。放射線被曝の危険性が無く、患者さんに苦痛を与えない

検査法であるだけでなく、私たち医師が直接患者さんに接し、モニターの動画をリアルタイムに一緒に見ながら診療

できることで、患者さんとのコミュニケーションを深める上での有用なツールとなっている。特に「足」は皮下組織

が少なく、ほとんどの腱、腱膜、靭帯といった軟部組織が体表から３cm以内に存在しているため、高周波リニアプロー

ブを用いた超音波検査で、ほぼ全域にわたる軟部組織の描出が可能である。運動器エコーは足の外科診療に際し不可

欠の診断・治療ツールとなりつつある。

またエコー機器技術の進歩により、医療現場での多様性に対応した様々な機種が開発されつつある。より微細で低流

速の血流を描出可能にしたドプラ法、軟部組織の弾性特性を計測できる shear wave elastography といったより高度な

機能を装備したモデルから、現場に持ち出すことを優先し携帯性を追求したモデル、より簡便な操作を目的としたモ

デルなど、各医療現場でのニーズに応えることが可能となってきている。

厚生労働省の推進する「チーム医療」では、医師、看護師、理学療法士といった各職種における専門性の向上、役割

の拡大、連携・補完の推進が進められており、目的と情報の共有が広く求められている。そんな中で運動器エコーは、

医療チームを構成するスタッフ間で共有することのできる情報を提供するツールとしても用いられるようになってき

ている。エコー画像が共通言語の一つとなり得る日も近いのではないだろうか。

このセミナーでは、とくに医療の必要性が高いスポーツ医療の現場を例に運動器エコーの新たな有用性を考えてみる。
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